
1平成28年論文式会計学〔午前〕

≲ 1≳

（会　計　学）
1第 問 答 案 用 紙

1920210828① Ｋ7―1

切
り
離
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｋ7―

1
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問題 1

問 6 製品Ｘの当月完成品総合原価  円

製品Ｙの当月完成品総合原価  円

製品Ｚの当月完成品総合原価  円

問 1 仕掛品

前  月  繰  越 （　　　　　　　 円） 完　 成　 品 （　　　　　　　 円）

当月製造費用 （　　　　　　　 円） 次  月  繰  越 （　　　　　　　 円）

　　　　　　 （　　　　　　　 円） 　　 　　 　 （　　　　　　　 円）

問 7

問 4

問 5

問 2 総　差　異　 （　　　　　　　 円）　　（借方・貸方）

予 算 差 異　 （　　　　　　　 円）　　（借方・貸方）

操業度差異　 （　　　　　　　 円）　　（借方・貸方）

問 3 総　差　異　 （　　　　　　　 円）　　（借方・貸方）

予 算 差 異　 （　　　　　　　 円）　　（借方・貸方）

操業度差異　 （　　　　　　　 円）　　（借方・貸方）

見本



2平成28年論文式会計学〔午前〕

（会　計　学）
1第 問 答 案 用 紙

1920210828① 評　　　　点Ｋ7―3

切
り
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し
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い
。

Ｋ7―

≲ 2≳

問題 2

2
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問 2

相違点：

メリット：

問 3

問 4

問 5

①　四分法による製造間接費の差異分析

予算差異  円（　　 ）差異 固定費能率差異  円（　　 ）差異

変動費能率差異  円（　　 ）差異 不働能力差異  円（　　 ）差異

②　四分法と比較した二分法の特徴について

問 1

①  円（　　　）差異 ⑥  円（　　　）差異

② ⑦

③ ⑧

④  円（　　　）差異 ⑨  円（　　　）差異

⑤  円（　　　）差異 ⑩  円（　　　）差異

見本



1平成28年論文式会計学〔午前〕

≲ 1≳

（会　計　学）
第 問 答 案 用 紙

1920210828 Ｋ7―5

切
り
離
し
て
く
だ
さ
い
。

②

2
1
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問題 1

問 1

ア イ ウ エ

 万円  万円  万円  万円
オ カ

 万円  万円

問 2

キ ク ケ コ

 万円  万円  万円  万円

問 3

サ シ ス セ

 万円  万円  万円  万円

問 4

問 5

見本



2平成28年論文式会計学〔午前〕

（会　計　学）
第 問 答 案 用 紙

1920210828 評　　　　点Ｋ7―7

切
り
離
し
て
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。

Ｋ7―②

≲ 2≳2
問題 2

2
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問 1

ア イ ウ エ

オ カ キ

問 2

ク ケ コ サ

問 3

問 4

問 5

見本


